
けんせっせん

前後 2 組の懸霊式台111によって懸垂され， 3KW , 4 1ヂの主

mílì1J般によってÆるようになっており ， その 111両自重は 1 ，440

kg， 来事定員は大人 15 人または子供 20 人である。ー」モノレ

ー ル鉄道。(江里口正夫)

けんせっせん 建設線 鉄道敷設i去予定線のうち，鉄道建設校

予算で匡|会の議決を経た鉄道線路。したがって建設線には工事

に着手して，未完成のものと ， 完成して営業しているものとが

あるが， 一般に建設工事を路工中のものを指すi場合が多い。

(小川泰平)

けんせっせんけいざいちょうさ 建設線経済調査 新総の

建設は経済を無視しては成り立たない。そのために路線の計画

が決定すると，その路線が経済的に引合うか， 沿線の経済関係

の実態をとらえ，これにもとづいて輸送金を総定し， 開業後の

収支を算定すると同時に，新線の開通がその線の沿線の住民に

与える影響， ひいては国家経済におよぼす効果をも測定する必

要がある。これを建設線経済制査という。

l 悶欽の収支の函からからみた経済調査突}iÚíの方法

(1) 旅客輸送到の算定

旅客は定!UJ外普通旅客 ・ 定期外特殊旅客 ・ 定WJ旅客に分け，

さらにこれを建設線の線内相互発着のもの， 建設線と既設線に

またがって発着するもの， および建設線を通過するものに分け

て考察する。

定期外普通旅客(定則乗車券以外のすべての衆車券〔復路の来

車を合む〕により輸送される旅客のうらから定期外特殊旅客を

除いたものの総称)の乗降は，その地区の人口に大きな関係をも

っているもので， 民度において，また経僚t;n患において同程度の

町村ならば，その地区の衆院宇人員はだいたい人口に比例するの

が通例である。そこで定期外普通旅客は類似総の人口 1 人当り

年間来111回数を ， 新線の人口に適用して新線の場合をHt定する。

定期外旅客のうち海水浴客 ・ 登山客・社寺への参拝客・観光地

帯への遊覧客などの定期外特殊旅客はその突縦により算定する。

定期旅客 (定期乗車券により輸送される旅客の総称)につい

ては実質似線の定期旅客と定期外普通旅客との比率を適用して惟

定する。なおこの湯合その地区にある学校 ・ 事業場者事を参しゃ

くすることを必要とする。

またその新線が建設されて既設線を γ ョ ー トカ ット(短絡)す

るような場合は， そこを通過する旅客を考えなければならない。

これらの旅客については既設線の関係発着駅JJ IJI別相l表によ って

突献を調査し， その建設線によって‘ノョートカットとなる部分

の数量;を算定する。

(2) 貨物輸送貨の算定

貨物の輸送量はその地区の主要貨物 (111扱貨物)とその他の

雑貨(小口扱・宅扱貨物)とに分けて，そのおのおのについて

旅客輸送盆の区分に準じ考祭する。

主要貨物については，現地について移Ul入状態ならびにその

おもな仕向地 ・ 仕出地を絢査し，これにもと づいて算定する。

この場合その数量の的確を期するために， たとえば木材につい

ては諜償金 ・ 森林間桜 ・ 桶雄官 l ìi!íî ・ !貯水施設等，鉱産品につい

ては立II放ß: ・ 鉱区間積 ・ 士自産計図書事， (:!t系資料をi張力豊;ヮfに盤

備し貨物発着数iitH.ti定の基礎とすることが望ましい。

主要貨物以外の雑貨については類似総について，その発送お

よび到着ト γ数を人口 1 人当り年何ほどかを求め， これを沿線

の人口に適用してlífj:Èする。

(3) 収入の算定

旅客収入は定JtìJ外旅客収入を*輸送fJ.:と，全局定jりj外 l 人キ

ロ当り l収入とにより，定期旅客収入を輸送量:と 全局定期 l 人キ

ロ当り収入とにより算出し，これに手小荷物収入， 旅客雑収お

よび荷物総収をJit定して加算する。

貨物収入は11正銀貨物については貨物五I!送規則所定により ， 小

口扱その他については輸送量と全局平均 | ンキロ当り収入によ

り計算し，これに貨物雑収を旅客に準じて号|上する。

ここで注意を要することは例を建設線径川線(主讃線の長与野 ­

í'l川間)についていえば，たとえば建設前科目径} I!から自動車

で彪野'にきて，影野から高知lに行った旅客が 60 人あったとする。

それが新線ができたので毎回復}IIから高知lに行く旅客が 100 人

になったとする。この場合の収入をどうするかということであ

る。この場合は窪川 ・ 1~:jri1間の旅客でも開通前の利用者 60 人に

対しては， j拶 illJ . 高知|簡の運賃はすでに国鉄が収受しているの

で， 新たにtj~i1Jl1 となる窪川. j形野聞の玉I!t'l:のみを号|上し，新規

利用者(キ誘発) 40 人に対しては全区間の五m・を青| 上する。

またγ ョートカットの場合たとえば湧網似のような場合にお

いて，建設前北見逮縦四りであったものが， 1勇網線経由となり

人キロがi滅るのでこの分については滅収として考え， ショート

カットによって誘発する分についてはt~1収として考える。貨物

についても収入の計上方については， 旅客の場合 と 同様に考え

て新たに士宮山日する収入のみを計上することである。

(4) 支出の3手定

輸送金の想定にもとづいて算出された収入に見合う支出をつ

ぎの区分にしたがって計算ーする。

ア 線内営業支出 l 線区の輸送形態をみると ， その線内相

互間に発話するものと，線外にわたり発送されるものとがある。

またべつに全線通過となる客貨もある。これらの1f1'l:に対する

経'1'i.は普通その線区で発生したものと，接続駅の経費のように

共通がjな経世もあり ， 後者はその発生額を輸送量の比率のよう

な一定の基準により ， それぞれの線区へ配布する。このような

個別的な経費と配布された共通的経費との合討を線内営業支出

といい，人件政 ・ 物件'1'i.および管国政に内訳される。線内営業

支出については新総巡営に必裂な要員 ・ 施設 ・ 車両および列車

回数等を想定し類似記長の笑絞にもとづいて算定する。

イ 線外営業支出 (新線建設により新たに客貨の誘発があっ

た場合， これが線外にわたって輸送されるとき〔建設線通過を

含む〕線外で生ずる新たな経政)は全局平均 l 人ト γキロ当り

原!日líのうち，比例政に相当する傾と輸送盆とにより計上する。

ウ 建設i/1(の利子は大政省資金主I!}恥\il資金I去にもと づく 利率

等を基準として算出する。

エ 1威価償却~'.1は日本固有鉄道固定財産管理ー規程にもとづい

て計算する。すなわち残存佃l絡を見込み鉄道償却資産耐周年数

表をm ，、定制法により償却する。車両政については所要車両を

新造したものとし上記に準じ償却制を算出する。

オ 短申告による収入滅支出誠は短絡線を建設した場合に， そ

の線の通過となる転嫁輸送量についてみると ， 従来よりキロ程

の減少をきたすのが通(~~である。したがって通過転嫁旅客およ

び貨物については ， J;\'jJ.持となる人ト γキロ分だけ収入の減少を

きたすので， これを~一定する。また別途この収入i威に見合う支

出滅も当然発生する。

以上述べた輸送量の算定によって導き出された惣定収入およ

び支出はつぎのように要約される。

収入の部

旅客収入

| …旅客収入
定J副l外特殊旅客収入

定JtìJ旅客収入

支出の部

総内営業支w

(川物件~'.1
管理'1'i.

一一- 462 一一一




